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格差・貧困と子どもの未来

さまざまな自治体の取り組みから

岩永理恵

「子ども」の「貧困」

 2006年中頃 「ワーキングプア」が問題

 2008年末 リーマンショック、「派遣村」

 2008年11月 阿部彩著『子どもの貧困――日本の不
公平を考える』岩波新書

 2009年10月 長妻厚労大臣、初めて貧困率を明ら
かに➡2006年15.7％（相対的貧困率）、14.2％（子ど
もの貧困率）。以後、３年おきに公表。

 2013年成立・2014年1月施行「子どもの貧困対策の
推進に関する法律」

 2014年8月「子どもの貧困対策に関する大綱」を閣議
決定

表1 貧困率 ＊資料１

初公表

子どもの貧困に関する指標 資料2
 生活保護世帯に属する子供の高等学校等進学率

 生活保護世帯に属する子供の高等学校等中退率

 生活保護世帯に属する子供の大学等進学率

 生活保護世帯に属する子供の就職率

 児童養護施設の子供の進学率及び就職率

 ひとり親家庭の子供の就園率（保育所・幼稚園）

 ひとり親家庭の子供の進学率及び就職率

 スクールソーシャルワーカーの配置人数及びスクー
ルカウンセラーの配置率

 就学援助制度に関する周知状況

 ひとり親家庭の親の就業率 ほか



平成２５年度「学力調査を活用した専門的な課題分析に関す
る調査研究」図表2-1-65  「世帯収入（税込年収）」と学力の関
係より報告者作成

平成２５年度「学力調査を活用した専門的な課題分析に関す
る調査研究」図表2-1-65  「世帯収入（税込年収）」と学力の関
係より報告者作成

資料2 大綱に書かれた重点政策

一． 教育の支援：「学校」をプラットフォームとし
た総合的な子供の貧困対策の展開 、就学
支援、学習支援 など

二． 生活の支援：保護者の自立支援、子供の生
活支援や就学支援 など

三． 保護者に対する就労支援

四． 経済的支援

四 経済的支援の中身

 児童扶養手当の公的年金との併給調整に関する見
直し

 ひとり親家庭の支援施策についての調査・研究の
実施に向けた検討

 母子福祉資金貸付金等の父子家庭への拡大）

 教育扶助の支給方法

 生活保護世帯の子供の進学時の支援

 養育費の確保に関する支援



表2 妻の年齢別にみた､理想の子ども数を持たない理由：第15回調査
（2015年） （予定子ども数が理想子ども数を下回る夫婦）

出典：国立社会保障・人口問題研究所「第15回出生動向基本
調査」

図3 具体的な負担・不
安の内容（複数回答）

出典：厚生労働
省（2015）「人口

減少社会に関
する意識調査」

子どもの貧困をいかに捉えるか

地方自治体の調査と計画
 都道府県（指定都市でも）では、2014年～2017年の間に策定

されている。

 各地で計画の立て方には違いがある。

 東京都については、2016年に「子供の生活実態調査（小中高

校生等調査）」を実施。調査対象地区を日野市、調布市、豊
島区、墨田区、とする。2017年に報告書が出ており、調布市
は独自集計と報告書を出している。

 大田区は、2016年に独自調査を実施し、2017～2021年の計
画を策定。

 足立区は検討会議を経て2015～2019年の計画を策定。モニ
タリングも実施。

 横浜市も独自調査に基づき計画策定。社会的養護の子ども
に着目しているところが特徴的。



東京都 2016年
「子供の生活実態調査（小中高校生等調査）」

 資料3 生活困難の定義 を参照

大田区 2016年
子どもの生活実態に関するアンケート調査報告書



横浜市
子どもの貧困対策に関する計画 H28～32年度

 2015年に独自調査。このうち「対象者アンケート」と

して、生活に困窮していると想定される子どもや家
庭の様子を把握。生活保護、児童扶養手当などを
受給している世帯など。(有効回答率は低い。）

Pew Research Center
2007
World Publics 
Welcome Global Trade 
– But Not Immigration

http://www.pewresearch.org/wp-
content/uploads/sites/2/2007/10/Pew-
Global-Attitudes-Report-October-4-2007-
REVISED-UPDATED-5-27-14.pdf

まとめにかえて

 政府がやるべきこと＝所得保障、教育はもち
ろんある。

 〇〇支援、では根本的解決はのぞめない。

 もちろん、さまざまな取り組みは重要であり、
いろんな問題を「子ども」と「貧困」に結びつけ
て考える必要がある。

 ご自身の「持ち場」でできることを考えるのが
第一歩で、一番大切。


